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１．背景と目的 

通所系サービスにおいては、多様なニーズの利⽤者が通所リハビリテーション・通所介
護に混在している。そのため、単純に通所リハビリテーションと通所介護の⽐較を⾏うだ
けでは、双方の具体的な役割や違いが⾒えづらい。多様な利⽤者像を、今まで以上に在宅
で受け止めていくためにも、効率的で効果的な通所サービスの整理が必要である。 

そこで本事業では、医療や介護におけるリハビリテーション全般の利⽤履歴や利⽤者の
生活課題、事業所のプロセス等の視点から、⾃⽴⽀援に資する通所機能を明らかにし、こ
れからの通所サービスのあり方を検討することを目的とした。 
２．方法 

通所リハビリテーション事業所 1500 施設、通所介護事業所 3000 施設を全国から無作為
に抽出した＊１。幅広い要介護度、利⽤期間の利⽤者を調査対象とするため利⽤者個票につ
いては、各施設、表１の通り、計６名ずつ回答を依頼した。調査期間は平成 26 年 7 月 25
⽇〜8 月 10 ⽇とし、消印有効とした。 
＊１通所介護事業所 3000 施設には、特定非営利活動法⼈ 全国在宅リハビリテーションを考える会の会員施設 105 施設 

が含まれる。   

表１：回答を依頼した利⽤者個票の種類 

（注）上記対象の利⽤者がいない場合は、要介護度・期間に関係なく回答を依頼した。 
３．回答状況（回答率：通所リハビリテーション 41.5％、通所介護事業所 36.1％） 
 通所リハビリテーション・通所介護事業所ともに全国から回答が得られた（表２）。 
個票は、通所リハビリテーションで 3195 票、通所介護事業所で 5060 票得られた。 
 
表２：調査票の回収状況 エリア別 

 要介護
１〜２

要介護
３〜５

要支援
１〜２

 3 か⽉間利⽤を継続している方 
（平成 26 年 6 ⽉にサービスを開始した方）

1 名 1 名 1 名 

12 か⽉間利⽤を継続している方 
（平成 26 年 3 ⽉にサービスを開始した方）

1 名 1 名 1 名 

平成２６年度⽼⼈保健事業推進費等補助⾦ ⽼⼈保健健康増進等事業 

医療・介護のリハビリテーションサービスの利⽤履歴に応じた、 
⾃⽴支援に資するこれからの通所サービスの在り方に関する調査研究事業 

サマリー

北海道・東北 関東 北信越 関西 四国中国 九州沖縄 無回答 合計

度数 82 120 110 120 60 131 0 623
％ 13.2% 19.3% 17.7% 19.3% 9.6% 21.0% 0.0% 100.0%

度数 124 268 210 177 126 176 1 1082
％ 11.5% 24.8% 19.4% 16.4% 11.6% 16.3% 0.1% 100.0%

通所リハ

通所介護
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図１ 通所サービス事業所と地域との連携状況
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図２ 利用者の地域活動への参加支援 課題

通所リハ(n=623)

通所介護(n=1082)

１）地域との連携をもつ通所サービス事業所は 50%以上。 

インフォーマルサービスへの活動支援は今後の課題 
 
通所リハビリテーション事業所および通所介護事業所ともに、半数以上の事業所で地域

とのつながりを構築できていることが分かった。一方、インフォーマルサービスへの活動
⽀援は今後の課題であり「マンパワー不⾜」「情報不⾜」等の問題が明らかになった（図 1,2）。 

利⽤者の地域活動への参加を実現するためには、専門職を含めた様々なサポートが必要
であり、マンパワーが必要となる。利⽤者を参加に導く⼈材の育成が課題である。また地
域資源の発掘及び情報ネットワークの構築についても、今まで以上に取り組む必要がある。 
 

４．結果と提言 

⼈手が足りない 
利用者が参加できるような地域 
活動の情報を得る機会が少ない 

事業の外部で利用者に関わる 
ことが制度上可能なのか疑問 

報酬上の評価が無いため 

どのように取り組んでよいかわからない 

法人責任者の理解を得ることが困難 

地域活動に参加できる身体機能
を持った利用者がいない 

地域ボランティアの活用

行政・地域包括支援センターの事業に協力

地域ケア個別会議への職員参加

住民主体（インフォーマル）の活動への支援

その他の活動に参加
単位(%)

単位(%)

その他

特に無い
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10.3%

22.1%

3.3%

11.3%

21.1%

3.4%4.9% 9.8% 3.7%
3.2%

6.5%
12.9%

関節可動域訓練 筋力増強訓練 ＩＡＤＬ練習

専従・兼務ともにＰＯＳなし(n＝213)
専従ＰＯＳなし(n=265)
専従ＰＯＳ１職種以上(n=163)
専従ＰＯＳ２職種以上(n=31)

61.3%

19.3%

73.2%

8.7%

専門的評価or評価と分析に

基づく

根拠が明確でない

リハ職が個別機能訓練計画に関与(n=265)

関与なし(n=1323)

15.5% 5.2%

67.4%

15.7%

5.1%

67.3%

30.3%

3.5%

58.5%

34.8%

4.3%

47.8%

改善 悪化 変化なし

専従・兼務ともにＰＯＳなし(n=715)
専従ＰＯＳなし(n=759)
専従ＰＯＳ1職種以上(n=142)
専従ＰＯＳ2職種以上(n=23)

18.5%
7.1%

58.2%

18.7%

7.2%

58.2%

28.0%

4.1%

56.8%

27.7%

2.1%

61.7%

改善 悪化 変化なし

専従・兼務ともにＰＯＳなし(n=1559)
専従ＰＯＳなし(n=1650)
専従ＰＯＳ1職種以上(n=271)
専従ＰＯＳ2職種以上(n=47)

２）プロセス・アウトカムともに明確な差。 
リハビリテーション専門職の専従配置の有無で２分化される、通所介護事業所。 

  
リハビリテーション専門職が専従で配置されている通所介護事業所は利⽤者の改善割合

が高かった（図 3）。プロセスとしては①専門的な評価と分析のもと利⽤者のゴールを設定
している（図 5）②居宅訪問による⾃宅環境の評価の実施している③屋内外の課題の評価を
実施している等の特⻑があった。なお、プログラムの内容においても、傾向の違いがみら
れた（図 4）。 
 通所介護事業所のリハビリテーション専門職において、実態を鑑み、機能訓練指導員と
分けて評価する必要がある。 
図３ ⽇常⽣活⾃⽴度の変化（リハビリテーション専門職の配置状況別） 

図４ 個別機能訓練Ⅱで提供されるプログラム 図５ 利⽤者のゴール設定の根拠 
（特徴的なプログラムの抜粋）        （個別機能訓練計画への 
（リハビリテーション専門職の配置状況別）   リハビリテーション専門職の関与別） 
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39.9%

6.0%

54.2%

30.0%

7.3%

62.7%

32.7%

14.5%

52.7%

31.5%

11.1%

57.4%

17.4%
13.0%

69.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

改善 悪化 変化なし

リハビリテーション専門職

(n=168)

看護師（n=150）

准看護師（n=55）

柔道整復師(n=54)

あん摩マッサージ指圧師

(n=23)

3）リハビリテーション専門職の直接的な訓練の必要性。 
動作指導・誘導において転倒リスクが高い利⽤者で特に。 

  
動作指導・誘導において転倒リスクが高い利⽤者や認知機能の低下を有する利⽤者は、

リハビリテーション専門職が直接、個別機能訓練を実施することが有効であった（図 6）。 
どのような利⽤者像に対してリハビリテーション専門職の直接的な訓練が効果的かは、

今後も調査・分析が必要である。 
 
図 6 動作指導・誘導において転倒リスクが高い利⽤者の⽇常⽣活⾃⽴度の変化 

（個別機能訓練Ⅱの実施職種別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動作指導・誘導において転倒リスクが高い利用者においては、 

リハビリテーション専門職が直接機能訓練を実施した方が改善割合が高い。 

通所介護 

要介護１－５
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4）活動・参加に向けた個別リハビリテーション・機能訓練、さらなる推進の必要性。 
  

個別リハビリテーションや個別機能訓練で提供されているプログラム内容は、関節可動
域や筋⼒増強訓練など機能訓練が約半数を占める（図 7）。そしてそれらの機能訓練の目的
は、活動・参加を⾒据えたものと、そうでないものに２分化された（図 8）。 

活動や社会参加までの道筋に沿った個別リハビリテーション・個別機能訓練の取り組み
を評価し、より推進していく必要がある。 
 
図 7 個別リハビリテーション・個別機能訓練加算Ⅱの提供内容 

図 8 個別リハビリテーション・機能訓練で機能⾯へのアプローチを⾏う目的 
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39.4%

19.6%

25.3%

0.0%
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0.2%

2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

サービス利用が目的

本人・家族の希望

健康維持

健康向上

機能維持

機能向上

トイレや入浴、整容などのADL能力の維持

トイレや入浴、整容などのADL能力の向上

施設内イベント・アクティビティ等への参加継続

施設内イベント・アクティビティ等への参加

施設がイベント等への参加、社会的役割の継続

施設外イベントなどへの参加、社会的役割への復帰

個別リハ（n=459）

個別機能訓練Ⅱ(n=180)

（例：ボランティア活動、趣味活動、家事、旅行などへ参加） 

（例：ボランティア活動、趣味活動、家事、旅行などへ参加維持） 

（例：施設内の体操教室、カラオケ、手芸活動などへ参加） 

（例：施設内の体操教室、カラオケ、手芸活動などへ参加維持） 

（例：トイレ・入浴動作、整容、屋内・屋外移動能力などの向上） 

（例：トイレ・入浴動作、整容、屋内・屋外移動能力などの維持） 

（例：筋力、全身持久力、関節の動き、言語能力などの向上） 

（例：筋力、全身持久力、関節の動き、言語能力などの維持） 

（例：生活習慣病の改善、体重減量 など） 

（例：適正体重の維持、疾病の発症・再発予防 など） 

（本人・家族が特定の訓練内容を希望したことのみが理由） 

（施設利用により外出の機会を設けること自体が目的） 

機
能
訓
練

8.0%
0.9%

0.1%
0.8%

0.1%
1.2%

0.1%
0.9%
1.5%
2.0%

2.4%
1.1%

2.9%
23.9%

0.7%
0.5%

8.0%

3.8%
8.2%

6.1%
17.5%

9.3%

6.0%
1.9%
0.3%

0.0%
0.2%

0.9%
0.4%

0.5%
0.2%
0.4%

2.0%
0.2%

0.6%
34.5%

1.1%
0.8%

7.4%
1.8%

7.7%
6.5%

18.1%

8.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%
無回答
その他

福祉用具・補装具の評価
趣味活動（音楽）
趣味活動（園芸）

趣味活動（手工芸）
回想法

計算ドリル
外出練習

ＩＡＤＬ練習
移乗動作訓練
入浴動作訓練

トイレ動作訓練
歩行訓練
言語訓練

摂食・嚥下訓練
起居／立体動作練習

マッサージ
バランス練習
筋緊張緩和

筋力増強訓練
関節可動域訓練

個別リハビリテーション(n=1900)

個別機能訓練加算Ⅱ(n=754)

約 45%
機
能
訓
練

活
動
・
参
加
の
維
持
向
上
を
目
的

約 50% 
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14.0%

30.8%

9.2%

23.0%

7.9%

14.0% 1.1%
通所リハ(n=567)

21.3%

24.1%

9.2%

28.8%

4.9%
11.2% 0.7%
通所介護(n=908)

より一層、改善に応じたサービスの終了者が増えるよう努める必要がある。また⻑期にサ
ービスの継続が必要な利⽤者像の把握も併せて⾏う必要がある。 

図 9 過去３か⽉間に通所サービスを終了した利⽤者のうちわけ 

 
■死亡 ■医療機関への入院 ■本⼈の拒否 ■介護保険施設への入居・入所 
■利⽤者の改善に応じたサービスの修了 ■その他 ■不明
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通所リハ
(n=623)

通所介護
(n=1082)

ａ．認知症が重度な状態 32.6 17.8
ｂ．服薬援助・管理が必要な状態 2.4 2.3
ｃ．インスリン注射が必要な状態 10.6 18.9
ｄ．インスリン以外の注射・点滴・中心静脈栄養を受けている状態 63.1 68.9
ｅ．摂食・嚥下障害がある状態 11.6 16.4
ｆ．経鼻経管栄養が必要な状態 44.9 54.2
ｇ．胃ろう・腸ろうが必要な状態 29.9 43.5
ｈ．吸⼊・吸引の管理が必要な状態 36 49
ｉ．⼈⼯呼吸器管理・気管切開をおこなっている状態 71.6 74.7
ｊ．酸素療法管理をおこなっている状態 11.9 15.7
ｋ．創傷処置が必要な状態 14.9 17.6
ｌ．じょく瘡の処置が必要な状態 15.6 18.6
ｍ．浣腸・摘便が必要な状態 24.7 26.6
ｎ．膀胱（留置）カテーテル管理が必要な状態 12.5 22.7
ｏ．⼈⼯肛門・⼈⼯膀胱の管理が必要な状態 16.1 27
ｐ．看取り期のケアが必要な状態 55.2 58
ｑ．がん末期の疼痛管理が必要な状態 60.0 63.8
ｒ．慢性疼痛の管理（がん末期以外）が必要な状態 33.5 46.8
ｓ．その他 0 0
＊赤字：受け入れ困難と回答した施設が６０%を超えた状態像

表3 受け⼊れが困難だと回答した施設割合 （利⽤者の状態像別）   単位：％

5）受け⼊れ困難な利⽤者像、通所リハビリテーション・通所介護で類似。 
対応できる通所サービスの充実が課題。 
 

 中⼼静脈栄養を受けている利⽤者や気管切開を⾏っている利⽤者など、医学的な処置・
管理が必要な利⽤者は、通所リハビリテーション・通所介護事業所ともに、半数以上で受
け入れが困難であった（表 3）。 

医学的な処置・管理が必要な利⽤者であっても対応ができる通所施設が今後必要であり、
特に通所リハビリテーションはその役割を担っていく必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6）改善に応じたサービスの終了、⼀定の割合でみられる。 
  

通所リハビリテーション・通所介護事業所ともに、利⽤者の改善に応じてサービスの終
了に⾄ったケースが、一定の割合で存在した（図 9）。 

終了後の受け皿となる地域資源の充実や連携の強化、アフターフォローの充実など、 
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9.3%

14.3%

3.1%

2.9%
66.3%

1.5%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

急性期一般病床

回復期病棟

療養病床

介護老人保健施設

自宅

その他

不明

42.1%

38.2%
32.1%

25.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

改善 悪化 変化なし 不明 無回答

7）回復段階にある、急性期病院退院後の利⽤者。 
通所リハビリテーション事業所での受け⼊れは約 10%。今後も増える⾒通し。 

 
 急性期病院退院後、すぐに通所リハビリテーションを利⽤する利⽤者は約 10%であった
（図 10）。このような利⽤者は⽇常生活⾃⽴度の改善割合が高く、機能的に回復段階にある
可能性が示唆された（図 11）。今後は、平均在院⽇数の短縮に伴い、さらにこのような利⽤
者が増える⾒込みである。 

通所サービスにおいては、このような急性期病院退院直後の利⽤者（医療的なニーズが
ありかつ回復段階にある利⽤者）についても、しっかりと対応できる必要がある。 

 
図 10 サービス利⽤前の所在 利⽤者割合 

図 11 ⽇常⽣活⾃⽴度の変化 サービス利⽤前の所在別 
 

急性期一般病床(n=259)  
 
■回復期病棟(n=435)   
 
■介護⽼⼈保健施設(n=84) 
 
■⾃宅(n=1080) 
 
 
 
 
 

要介護１－５

通所リハビリテーション事業所(n=583)

通所リハビリテーション事業所

7 7



 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   19ページから  ページ 59
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 491.64, 31.08 幅 38.62 高さ 46.15 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         19
         SubDoc
         59
              

       CurrentAVDoc
          

     491.6401 31.0764 38.6154 46.1501 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

        
     18
     59
     58
     41
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   19ページから  ページ 59
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 67.81, 33.90 幅 45.21 高さ 43.32 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         19
         SubDoc
         59
              

       CurrentAVDoc
          

     67.8124 33.9019 45.2083 43.3246 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

        
     19
     59
     58
     41
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     722
     345
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   19ページから  ページ 308奇数ページのみ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 28.25, 16.00 幅 39.55 高さ 25.43 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Odd
         19
         SubDoc
         308
              

       CurrentAVDoc
          

     28.2515 16.0039 39.5521 25.4264 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

        
     304
     308
     306
     145
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   19ページから  ページ 308偶数ページのみ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 534.90, 10.35 幅 32.02 高さ 32.02 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Even
         19
         SubDoc
         308
              

       CurrentAVDoc
          

     534.8955 10.3536 32.0184 32.0184 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

        
     305
     308
     307
     145
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   7ページから  ページ 7
     マスク座標:  左下 (492.58 30.13) 右上 (520.84 60.27) ポイント
      

        
     0
     492.5819 30.1346 520.8371 60.2735 
            
                
         7
         SubDoc
         7
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

        
     6
     308
     6
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   8ページから  ページ 8
     マスク座標:  左下 (77.23 31.08) 右上 (108.31 58.39) ポイント
      

        
     0
     77.2308 31.0764 108.3115 58.3898 
            
                
         8
         SubDoc
         8
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

        
     6
     308
     7
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   9ページから  ページ 9
     マスク座標:  左下 (489.76 32.96) 右上 (531.20 62.16) ポイント
      

        
     0
     489.7564 32.9601 531.1973 62.1571 
            
                
         9
         SubDoc
         9
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

        
     6
     308
     8
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   10ページから  ページ 10
     マスク座標:  左下 (72.52 32.96) 右上 (108.31 62.16) ポイント
      

        
     0
     72.5216 32.9601 108.3115 62.1571 
            
                
         10
         SubDoc
         10
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

        
     6
     308
     9
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   11ページから  ページ 11
     マスク座標:  左下 (492.58 33.90) 右上 (531.20 62.16) ポイント
      

        
     0
     492.5819 33.9019 531.1973 62.1571 
            
                
         11
         SubDoc
         11
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

        
     6
     308
     10
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   12ページから  ページ 12
     マスク座標:  左下 (75.35 34.84) 右上 (105.49 58.39) ポイント
      

        
     0
     75.3471 34.8438 105.486 58.3898 
            
                
         12
         SubDoc
         12
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

        
     6
     308
     11
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   13ページから  ページ 13
     マスク座標:  左下 (487.87 31.08) 右上 (531.20 61.22) ポイント
      

        
     0
     487.8727 31.0764 531.1973 61.2153 
            
                
         13
         SubDoc
         13
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

        
     6
     308
     12
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 63.10, 284.43 幅 460.56 高さ 473.75 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         213
         CurrentPage
         228
              

       CurrentAVDoc
          

     63.1032 284.4312 460.5594 473.7451 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

        
     3
     308
     3
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 407.56, 129.86 幅 109.53 高さ 35.78 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         213
         CurrentPage
         228
              

       CurrentAVDoc
          

     407.5627 129.8562 109.527 35.7817 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

        
     3
     308
     3
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <>
    /CHT <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




